
第
２
部　

将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
と
ち
ぎ
づ
く
り

Ⅴ　

重
点
戦
略
の
推
進
に
向
け
て

３　

市
町
と
の
連
携
に
よ
る
と
ち
ぎ
の
自
治
の
推
進

【資料編】
１　「とちぎ元気発信プラン」の策定経過

２　栃木県次期プラン及び
　　地方創生総合戦略策定懇談会

３　栃木県議会次期プラン及び
　　地方創生総合戦略検討会

４　県民意見の反映等

〈参考〉　成果指標一覧

栃木県次期プラン及び地方創生総合戦略策定懇談会
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　「とちぎ元気発信プラン」は、県民の皆様をはじめ、市町長、各分野からの有識者等で構
成する「栃木県次期プラン及び地方創生総合戦略策定懇談会」（委員：43名、4部会設置）の
御意見や「栃木県議会次期プラン及び地方創生総合戦略検討会」（委員：13名）の御提言等
を踏まえ、策定しました。

年  月  日
平成26年
　３月25日
　
５月12日

　５月－６月
　６月10日
　９月３日
　９月22日
　10月21日
　10月30日
　11月５日
　11月19日
　12月８日
　12月17日
　12月19日
　12月22・24・25日

 平成27年
　１月９日
　２月４日
　２月16・17・18日
　2月28日－3月27日
　３月18日
　４月28日
　５月21日
　５月27日
　６月３日
　６月４日
　６月29日
　７月７・８・10日
　７月９日
　８月４日
　８月５日
　８月６日
　８月24日
　８月25日
　８月31日
　９月10日
　９月16日
　10月９日
　
10月13日

　10月15・16日
　11月16日
　11月17日
　11月20日
　12月12日－1月11日
 
平成28年
　１月27日
　２月３日

栃木県次期プラン策定要綱の制定
栃木県次期プラン策定懇談会設置要綱の制定
平成26年度県政世論調査の実施

市町との意見交換
第１回次期プラン策定懇談会

市町との意見交換

市町との意見交換（ブロック別）

市町との意見交換
第２回次期プラン策定懇談会
市町との意見交換（ブロック別）
第1次素案に対するパブリック・コメントの実施
市町との意見交換
市町との意見交換

 
第３回次期プラン及び地方創生総合戦略策定懇談会
市町との意見交換

第１回次期プラン及び地方創生総合戦略策定懇談会部会
市町との意見交換
第４回次期プラン及び地方創生総合戦略策定懇談会
 
市町との意見交換

政策懇談会（市町長との意見交換）

 
市町との意見交換
 

 第２回次期プラン及び地方創生総合戦略策定懇談会部会

 市町との意見交換
 第５回次期プラン及び地方創生総合戦略策定懇談会
 第２次素案に対するパブリック・コメントの実施

「とちぎ元気発信プラン」の決定・公表 

次期プラン検討会

次期プラン検討会
次期プラン検討会

 
次期プラン検討会（全）

次期プラン検討会
次期プラン検討会
次期プラン検討会
知事へ「次期プラン検討会報告書」を提出

 

次期プラン及び地方創生総合戦略検討会
次期プラン及び地方創生総合戦略検討会

次期プラン及び地方創生総合戦略検討会

次期プラン及び地方創生総合戦略検討会（全）

次期プラン及び地方創生総合戦略検討会

次期プラン及び地方創生総合戦略検討会（全）
次期プラン及び地方創生総合戦略検討会

次期プラン及び地方創生総合戦略検討会
知事へ「次期プラン及び地方創生総合戦
略検討会報告書〈次期プラン〉」を提出

次期プラン及び地方創生総合戦略検討会

次期プラン及び地方創生総合戦略検討会（全）

栃　木　県 栃　木　県　議　会

※各種調査はP99に記載 ※（全）は全議員検討会

「とちぎ元気発信プラン」の策定経過「とちぎ元気発信プラン」の策定経過1
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宇都宮共和大学・宇都宮短期大学学長

宇都宮大学国際学部教授

（株）下野新聞社取締役
公募委員

（株）あしぎん総合研究所代表取締役社長
（公社）栃木県経済同友会産業政策委員会委員長
文星芸術大学美術学部准教授
栃木県老人福祉施設協議会会長

（株）足利銀行専務執行役 【平成27年6月～】
日本労働組合総連合会栃木県連合会会長
栃木県議会議員 【平成27年6月～】

（一社）みんなのとしょかん代表理事
公募委員

（一社）栃木県商工会議所連合会会長
元内閣府政策企画調査官・ （株）博報堂ブランドデザインコンサルタント
栃木県町村会会長
白鷗大学法学部教授
国際医療福祉大学医療福祉学部教授
作新学院大学経営学部教授
栃木県林業振興協会会長

栃木県市長会会長
栃木県議会議員 【～平成27年6月】

（社福）まこと福祉会茂呂保育園園長
栃木県農業協同組合中央会会長
宇都宮大学国際学部准教授
栃木県生活協同組合連合会会長理事
とちぎ未来大使・ 元栃木SCアカデミーセンターコーチ
帝京大学経済学部教授

（一社）栃木県医師会常任理事
（株）栃木銀行法人営業部地域創生室室長 【平成27年5月～同年6月】
（学）矢板中央高等学校理事長
筑波大学大学院生命環境系准教授
栃木県議会議員
元とちぎ観光プロモーション戦略部会委員・松川屋那須高原ホテル若女将

（株）ファーム・アンド・ファーム・カンパニー代表取締役
厚生労働省栃木労働局局長 【平成27年5月～】
元栃木県農政審議会委員・（株）前田牧場専務取締役
聖徳大学学長補佐・（一社）高齢者実践ケア教育研究所所長

（一社）栃木県歯科医師会副会長
栃木県自閉症協会会長
公募委員

（株）足利銀行常務執行役 【平成27年5月～同年5月】
早稲田大学理工学術院教授

（一社）栃木県子ども会連合会副会長
栃木県建設産業団体連合会会長

（株）栃木銀行常務取締役 【平成27年6月～】

会　長
	 須賀　英之
会長代理
	 中村　祐司
委　員
	 飯島　一彦
	 五十嵐幸子

	 伊沢　正吉
	 板橋　信行
	 大澤　慶子
	 大山　知子
	 加藤　　潔
	 加藤　　剛
	 亀田　　清
	 川端　秀明
	 菊地　治子
	 北村　光弘
	 木下富美子
	 古口　達也
	 児玉　博昭
	 小林　雅彦
	 小山さなえ
	 齋藤　　正

	 佐藤　栄一
	 佐藤　　良
	 篠原真奈美
	 髙橋　　武
	 髙橋　若菜
	 竹内　明子
	 手塚　貴子
	 内貴　　滋

	 長島　公之
	 中野　　誠
	 中村　京子
	 野口　良造
	 早川　尚秀
	 廣川てるみ
	 藤井　大介
	 堀江　雅和
	 前田智恵子
	 水戸美津子
	 宮下　　均
	 宮下　陽子
	 宮島　重雄
	 森　　　宏
	 森本　章倫
	 柳田　和子
	 渡邉　勇雄
	 和南城憲一

〔人づくり・地域づくり部会（部会長）〕

〔安全・基盤部会〕
〔人づくり・地域づくり部会〕
〔産業・成長部会〕
〔産業・成長部会〕
〔産業・成長部会〕
〔人づくり・地域づくり部会〕
〔健康・安心部会〕
〔産業・成長部会〕
〔人づくり・地域づくり部会〕

〔人づくり・地域づくり部会〕
〔人づくり・地域づくり部会〕
〔産業・成長部会〕
〔人づくり・地域づくり部会〕

〔産業・成長部会（部会長）〕
〔健康・安心部会（部会長）〕
〔産業・成長部会〕
〔人づくり・地域づくり部会〕
〔産業・成長部会〕

〔人づくり・地域づくり部会〕
〔産業・成長部会〕
〔安全・基盤部会〕
〔健康・安心部会〕
〔人づくり・地域づくり部会〕
〔人づくり・地域づくり部会〕
〔安全・基盤部会（部会長）〕
〔健康・安心部会〕

〔人づくり・地域づくり部会〕
〔安全・基盤部会〕

〔産業・成長部会〕
〔人づくり・地域づくり部会〕
〔人づくり・地域づくり部会〕
〔産業・成長部会〕
〔健康・安心部会〕
〔健康・安心部会〕
〔健康・安心部会〕
〔産業・成長部会〕

〔安全・基盤部会〕
〔人づくり・地域づくり部会〕
〔安全・基盤部会〕
〔産業・成長部会〕

　委員一覧 （五十音順、敬称略）

（役職等は、平成28年1月現在又は委員在任時）

（平成27年4月に栃木県次期プラン策定懇談会から改組）

栃木県次期プラン及び地方創生総合戦略策定懇談会栃木県次期プラン及び地方創生総合戦略策定懇談会2
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（平成27年5月に次期プラン検討会から改組）

平成26年度

平成27年度	

会　　　長

副　会　長

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

会　　　長

副　会　長

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

三 森 　 文 徳
神 谷 　 幸 伸
亀 田 　 　 清
鶴 貝 　 大 祐
西 村 し ん じ
阿 部 　 寿 一
松 井 　 正 一
保 母 欽 一 郎
佐 藤 　 　 良
相 馬 　 憲 一
五 十 嵐 　 清
岩 崎 　 　 信
木 村 　 好 文

三 森 　 文 徳
加 藤 　 正 一
渡 辺 さ ち こ
野 澤 　 和 一
亀 田 　 　 清
関 谷 　 暢 之
横 松 　 盛 人
松 井 　 正 一
保 母 欽 一 郎
佐 藤 　 　 良
山 形 　 修 治
若 林 　 和 雄
木 村 　 好 文

　委員一覧

栃木県議会次期プラン及び地方創生総合戦略検討会栃木県議会次期プラン及び地方創生総合戦略検討会3
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（1）これからの“とちぎ”づくりに関する県民意向調査
　�　望ましいとちぎの姿、とちぎの現状に対する評価、とちぎづくりへの参加などに関する意向を

把握するため、平成26年1月から同年2月までの間、無作為に抽出した満20歳以上の県民5,000
人（回答2,840人）に対して、アンケート調査を実施しました。

（2）栃木県次期プランに関する市町村長意向調査
　�　望ましいとちぎの姿、とちぎの現状に対する評価、市町の重点推進項目などに関する意向を把

握するため、平成26年6月から同年7月までの間、県内25市町長に対して、アンケート調査を
実施しました。

（3）これからの“とちぎ”づくりに関する若者意向調査
　�　とちぎのイメージや地域への愛着、県内への居住意向、とちぎづくりへの参加に関する意向等

を把握するため、平成26年6月に、県内高校2年生1,113人に対して、アンケート調査を実施し
ました。

（4）これからの“とちぎ”づくりに関する県民意識調査
　�　結婚観や家族観、子育て観、若者の県外転出などに関する意識を把握するため、平成26年7月に、

県内に居住する20歳代から50歳代までの男女3,082人に対して、アンケート調査を実施しました。

（5）栃木県UIJターン意向調査
　�　東京圏居住者の本県への移住意向や行政に期待する移住支援策等を把握するため、平成27年8

月に、同圏に居住する18歳以上の男女約1,400人に対して、アンケート調査を実施しました。

（6）栃木県地元企業人材ニーズ調査
　�　企業の人材ニーズや働きやすい職場環境づくりに向けた課題等を把握するため、平成27年7月

から同年9月までの間、地元企業3,000社（回答751社）に対して、アンケート調査等を実施しました。

（7）物流に係る企業立地ニーズ調査
　�　企業誘致等の推進に向け、物流環境や企業の立地ニーズ等を把握するため、平成27年7月から

同年10月までの間、本県及び東京圏（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県）に立地する企業約4,500
社（回答909社）に対して、アンケート調査等を実施しました。

（8）大学生アンケート調査
　�　次代を担う若い世代の就職や結婚などに関する意識等を把握するため、平成27年6月から同年

7月までの間、県内の８大学の3年生約2,300人に対して、アンケート調査を実施しました。

（9）若手経営者との意見交換
　�　人口減少問題の克服のポイントとなる「しごとづくり」などに関して、平成27年7月6日に県内

で活躍する若手経営者13名と知事との意見交換を行いました。

（10）県民からの意見募集
　�　県民の皆様と知事が県政や地域の課題等について話し合う「とちぎ元気フォーラム」などにおい

て、新しいプランに対する御意見等を募集しました。
　�　また、第1次素案と第2次素案に対するパブリック・コメント（県民意見の募集）を実施し、お寄

せいただいた御意見等をプランに反映しました。

（11）県民への情報提供
　�　県政広報紙「とちぎ県民だより」や県のホームページ、県政広報番組（テレビ・ラジオ）などを活

用し、プランの策定状況等について情報提供しました。

県民意見の反映等県民意見の反映等4
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〈参考〉 成果指標一覧〈参考〉 成果指標一覧

誇
れ
る
地
域
づ
く
り
戦
略

快
適
実
感
安
全
戦
略

暮
ら
し
安
心
健
康
戦
略

強
み
を
生
か
す
成
長
戦
略

次
代
を
拓
く
人
づ
く
り
戦
略

婚姻件数

妊娠・出産について満足している者の割合

保育所等待機児童数（４月１日時点）

職業紹介による女性就職率

男性の育児休業取得率

スポーツ活動実施率

国民体育大会の天皇杯順位と得点

県障害者スポーツ大会参加選手数

製造品出荷額等

企業立地件数

開業率

経営革新計画承認件数

農業産出額

林業産出額

青年新規就農者数

林業新規就業者数

観光客入込数

観光客宿泊数

外国人宿泊数

観光消費額

健康長寿高齢者の割合

障害者の雇用率

交通事故死者数

刑法犯認知件数

防災訓練の参加率

大規模建築物等の耐震化率

小さな拠点等取組件数

鉄道・バス等の利用者数

電力自給率

地域づくり団体数

本県への年間移住者数

文化・芸術活動参加率

地域ブランド力（魅力度）全国順位

H26：9,770組

H25：69.8％

H27：250人

H25：29.8%（全国29位）

H26：0.8％

H27：38.8%

H27：19位（1,029点）

H27：1,722人

H25：4.6％（全国23位）

H26：637人

H25：87.6億円（全国13位）

H26：222人

H22－26：（累計）183人

H26：8,712万人

H26：788万人

H26：14.6万人

H26：4,684億円

H25：91.0％（全国8位）

H25：224.4人（全国45位）

H26：17.4人（全国42位）

H26：2,701人（全国38位）

H26：1.76%（全国40位）

H26：102人

H26：16,345件

H26：22.0%

H26：69.7%

　　　　　ー

H25：23.0万人／日

H24：18.0%

H26：93団体（全国19位）

　　　　　ー

H26：12,376件

H27：52.1%

H27：35位

H32：11,250組

H32：76.0％

H33：０人

H31：35.8%

H32：8.0%

H32：50.0%

H32：2,000人

H31：8兆6,700億円

H28－32：（累計）180件

H31：6.0%

H28－32：（累計）250件

H32：760人

H32：2,880億円

H32：105.0億円

H32：300人

H28－32：（累計）208人

H32：9,700万人

H32：880万人

H32：30.0万人

H32：5,240億円

H32：91.0％

H32：208.0人

H32：24.6人

H32：3,500人

H32：2.06%

H32：90人

H32：14,000件

H32：50.0%

H32：95.0%

H32：25件

H31：23.0万人／日

H32：43.0%

H32：123団体

H32：1,000人

H32：25,000件

H32：66.7%

H32：25位以内

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

夢をつむぐ子ども・子育て支援
プロジェクト

2

未来を創る「とちぎ人」育成
プロジェクト

1

輝く女性活躍推進プロジェクト3

感動共有スポーツ推進
プロジェクト

4

とちぎの産業躍進プロジェクト1

とちぎを支える企業応援
プロジェクト

2

とちぎの農林業成長プロジェクト3

観光立県とちぎプロジェクト4

健康長寿とちぎづくりプロジェクト1

災害に強いとちぎの基盤づくり
プロジェクト

1

魅力あるとちぎの地域づくり
プロジェクト

1

とちぎの文化創造プロジェクト2

暮らしやすい「まち」づくり
プロジェクト

2

共生社会実現プロジェクト3

持続可能なエネルギー社会実現
プロジェクト3

暮らしの安心実現プロジェクト4

とちぎの誇りプロジェクト3

安心の医療・介護確保推進
プロジェクト

2

とちぎUIターン就職促進協定締結校
における本県への年間就職者数

「とちぎの文化財」・「いにしえの回廊」
ホームページへの年間アクセス件数

H25：8兆1,795億円
（全国12位）

H27：小５男子53.17点
女子55.38点

中２男子41.71点
女子49.37点

H32：小５男子53.44点
　　 　　 女子55.66点
　　  中２男子41.92点
　　　　  女子49.62点

H32：すべての教科で
        全国平均正答率
        を上回る

新体力テスト体力合計点2

全国学力・学習状況調査の平均正答率1

H22－26：（累計）170件
（全国７位）

H25：2,690億円
（全国9位）

H22－26：（累計）87件
（全国37位）

H32：10位以内
（1,400点以上）

じん

重点戦略 成果指標 現状値 目標値

三大死因（がん・心臓病・脳卒中）による死者数
（人口10万人当たり）
訪問看護事業所の訪問看護師数
（人口10万人当たり）
特別養護老人ホーム等の定員数
（介護を必要とする高齢者1万人当たり）

（全国平均正答率との差）
H27：小6国語A▲1.1%

国語B▲2.3%
算数A▲1.3%
算数B▲2.0%

中3国語A▲0.1%
国語B▲0.6%
数学A▲0.9%
数学B▲1.2%

100
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